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三
段
峡
の
ち
ょ
う
ど
中
間
、

八
幡
川
と
横
川
川
が
合
わ
さ

り
、
柴
木
川
と
名
を
変
え
る
あ

た
り
が
葭
ケ
原
で
あ
る
。
峡
内

に
あ
っ
て
数
少
な
い
広
々
と
し

た
河
原
が
、
大
き
な
空
を
見
せ

る
。
水
梨
川
の
合
流
点
も
近
く
、

探
勝
の
起
点
の
一
つ
だ
。
現
在
、

八
幡
川
は
正
式
名
で
は
な
く
、 

                        

芸
北
ま
で
柴
木
川
に
な
っ
て
い

る
が
、
私
は
八
幡
川
と
呼
ぶ
。 

   

熊
南
峰
は
一
九
二
六
年
、
葭

ケ
原
（
葭
河
原
と
表
記
）
を
初
め

て
景
勝
名
と
し
た
。
景
勝
と
は

自
然
物
を
た
だ
指
す
の
で
は
な

く
、
一
定
の
ス
ケ
ー
ル
感
が
あ 

 

    

一
日
の
観
察
会
で
は
種
類
の

多
さ
や
生
育
場
所
の
違
い
を
知

り
、
図
鑑
で
名
前
を
確
か
め
た
。 

コ
ケ
へ
の
興
味
も
段
々
に
湧

き
、
森
は
様
々
な
生
き
物
が
支

え
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の 

を
学
ん
だ
。
十
日
は
、
ビ
ン
の
中 

    
二
十
四
日
は
生
憎
の
雪
。
四

班
に
分
か
れ
た
生
徒
は
、
ゴ
ミ

袋
と
カ
メ
ラ
を
手
に
、
さ
ん
け

ん
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
地
を
目
指
し
た
。 

 

墨
絵
の
よ
う
な
峡
谷
に
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
っ
た
生
徒
か
ら
は 

    

る
空
間
に
付
け
ら
れ
た
、
庭
園

名
の
よ
う
な
も
の
だ
。
以
前
は
、

右
岸
下
流
の
半
島
状
の
「
森
木

（
も
り
き
）
」
を
景
勝
名
に
し
て

い
た
が
、
空
間
全
体
を
表
現
す

る
の
に
、
葭
ケ
原
が
相
応
し
い

と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。 

 

三
一
年
に
旅
館
「
羽
田
山
荘
」

が
開
業
し
た
。
充
実
し
た
設
備
を 

   

へ
コ
ケ
を
寄
せ
植
え
の
よ
う
に

納
め
る
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
「
家
で
育
て
た

い
」
と
話
す
児
童
も
い
た
。
作
品

は
「
つ
つ
が
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
展
示
さ
れ
た
。
授
業
は
本
宮

理
事
長
夫
妻
が
担
当
し
た
。 

   

「
雪
で
大
変
だ
っ
た
が
、
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
風
景
が
撮
れ

た
」
、
「
い
つ
か
三
段
峡
を
最
後

ま
で
歩
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
地
域
の
魅
力
発

見
が
テ
ー
マ
の
総
合
学
習
の
一

環
で
、
三
段
峡
で
は
初
の
試
み
。 

    

新
聞
は
絶
賛
し
た
が
、
都
会
の

享
楽
を
持
ち
込
む
も
の
と
な
っ

た
。
南
峰
の
理
想
と
は
相
い
れ

ず
、
自
身
の
役
目
は
終
わ
っ
た

と
悟
り
、
三
段
峡
を
去
る
一
因

に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。 

  

戦
中
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て

四
八
年
、
高
下
常
一
が
「
三
段 

 

 
 

 
 
 
 

 

本
宮
理
事
長

夫
妻
と
松
尾
、 

 
 

 
 
 
 

岡
の
両
理
事
の

四
人
が
十
一
月

十
五
日
、
三
段

峡
の
屋
根
と
も

い
え
る
サ
バ
の 

 
 
 
 
 
 

頭
（
一
〇
七
三 

 
 

 
 
 
 

㍍
）
か
ら
天
狗 

 
 
 
 
 
 

ケ
岳
へ
の
稜
線 

 
 

 
 
 

 

を
探
索
し
、
切

れ
込
ん
だ
渓
谷 

            

四
八
年
、
高
下
常
市
が
「
三
段

荘
」
を
再
建
し
た
。
そ
の
三
十

一
年
前
、
南
峰
を
竜
ノ
口
へ
案

内
し
た
十
三
歳
の
常
市
少
年

は
、
三
段
峡
事
業
を
担
う
壮
年

に
な
っ
て
い
た
。
近
年
ま
で
食

堂
が
あ
り
、
う
ど
ん
が
楽
し
み

だ
っ
た
。
今
は
遥
か
昔
の
よ
う

に
思
え
る
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

を
上
か
ら
攻
め
た
。 

 

内
黒
峠
か
ら
一
時
間
、
サ
バ

の
頭
を
過
ぎ
て
東
尾
根
に
到
着

し
た
。
藪
を
漕
ぎ
、
巨
岩
を
く
ぐ

っ
て
下
る
と
、
南
峰
橋
や
蛇
杉

橋
、
耶
源
、
王
城
な
ど
が
眼
下
に

見
え
た
。
尾
根
を
外
れ
る
と
南

は
二
谷
、
北
は
王
城
向
か
い
側

の
断
崖
に
迷
い
込
む
た
め
、
緊

張
と
不
安
が
続
い
た
。 

 

標
高
八
〇
〇
㍍
の
三
角
点
か

ら
下
る
と
、
尾
根
は
右
が
天
狗 

 
 

 
 

 
 

ケ
岳
、
左
が
黒

淵
荘
裏
の
絶
壁

に
分
れ
た
。
黒

淵
荘
裏
の
六
八

九
㍍
ま
で
進
ん

だ
が
、
探
索
目

的
だ
っ
た
葭
ケ

原
へ
続
く
昔
の 

                     

道
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
十

三
時
、
す
ぐ
下
に
蛇
杉
橋
が
見

え
た
が
、
三
段
峡
の
怖
さ
を
知

る
松
尾
さ
ん
が
引
き
返
し
を
選

択
、
次
回
に
夢
を
託
し
た
。 

 

津
浪
で
地
域
会
議
運
営 

本
宮
事
務
局
長
ら 

 

昨
年
四
月
に
廃
校
に
な
っ
た

津
浪
小
学
校
の
活
用
法
を
中
心

に
据
え
た
話
し
合
い
が
十
一
月

二
日
、
五
十
歳
以
下
の
住
民
十

八
人
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。

「
地
域
の
課
題
を
考
え
る
機
会

を
継
続
し
た
い
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
会
合
の
進
行
を
津
浪

振
興
会
か
ら
依
頼
さ
れ
、
本
宮

宏
美
事
務
局
長
ら
が
務
め
た
。

さ
ん
け
ん
は
今
後
、
地
域
の
困

り
事
解
決
に
も
協
力
す
る
。 

さ
ん
け
ん
新
聞 
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 一口メモ 

つ
け
な
い
時
期
が
あ
る
。 

 

が
、
渓
谷
の
断
崖
を
見
る

に
は
、
裸
の
木
が
好
都
合
で
、

雪
が
降
る
前
か
、
雪
解
け
の 

 

冬
の
三
段
峡
は
静
ま
り
返

る
。
雪
崩
や
落
石
の
危
険
が
あ

り
、
狭
い
探
勝
路
は
人
を
寄
せ 

 

頃
が
お
薦
め
。
清
冽
な
流
れ
も

見
通
せ
る
。
厳
冬
の
前
後
に
、

春
や
秋
に
は
な
い
、
も
う
一
つ

の
「
見
頃
」
が
あ
る
。 

都市へ発信 橋渡し役   
瀬尾 淳さん 

 

広島市内で印刷会社を経

営し、週末は安芸太田町小板

の別荘で過ごす。頼まれたら

嫌と言えない優しい中小企 

業診断士の顔も合わせ持っている。 

経歴を生かして「さんけん」では総務を担

当しながら、広島の企業と三段峡の橋渡し役

を務めている。現在、平和教育でヒロシマを

訪れた修学旅行生を安芸太田町へ引き込む

プランを練っている。「地方再生はプロダク

トアウト、地域の想いが大切」と語り、三段

峡のメッセージを都市へ届ける。   (炎) 

 

 

▼
断
崖
の
見
頃 

 

 

南
峰
と
歩
く 

④ 

葭
ケ
原
（
よ
し
が
は
ら
） 

■
南
峰
の
意
志
少
年
へ 

■
広
々
し
た
空
間
表
現 

旅
館
が
開
業 

三
段
峡
を
去
る
一
因
に 

サバの頭～天狗ケ岳の稜線探索 

昔の道 見つからず 
巨
岩
へ
向
か
っ
て
登
る
松
尾
理
事 

筒 

賀 

小 

安
芸
太
田
中 

筒賀小と安芸太田中で学習プログラム実施 

地域の自然・魅力 次世代へ 
 自然や古里の魅力を伝える学習プログラムを 11月、「さんけ

ん」が協力して、筒賀小学校と安芸太田中学校の子供たちを対

象に実施した。小学 5、6年生 7人は龍頭峡のコケ観察とコケ

テラリウムづくりを体験し、中学 1年生 13人は三段峡の清掃

ボランティアとポスター制作用の写真撮影に取り組んだ。 

墨
絵
の
渓
谷
ゲ
ッ
ト 

コ
ケ
の
生
態
に
興
味 

雪の渓谷を撮影する中学生 採集したコケを覗き込む小学生 


